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１．第 28 回大会実行委員会 実施要項 
１．開催期間 
  2019 年 3 月 9 日（土）・10 日（日） 
 
２．会  場 
  福岡大学 七隈キャンパス A 棟 
  〒814-0180 福岡市城南区七隈 8-19-1 
   
  ○アクセス方法 
  https://www.fukuoka-u.ac.jp/help/map/ 
  地下鉄七隈線 福大前駅 
  （駅出口と大学正門が隣接） 
  ○宿泊関係・・・・宿泊の斡旋はしておりません。 
 
３．主  催 
  日本スポーツ社会学会 http://www.jsss.jp/ 
 
４．日  程（案） 

 
※ただし、日程は発表演題数、企画シンポジウム等の都合により変更になる場合があります。 
 
○懇親会 
 日 時： 3 月 9 日（土） 18：30～ 
 会 場： 福岡大学 文系センター 16F スカイラウンジ  
 会 費： 5,000 円（学生会員 4,000 円） 
 
５．大会までの主なスケジュール  
 （今後スケジュールの変更の予定はありませんのでご注意ください。） 

事 項 締切日 
一般研究発表申込 2018 年 12 月 24 日（月） 
一般研究発表抄録提出締切 2019 年 1 月 28 日（月） 
大会参加早期申込（早割） 2019 年 1 月 31 日（木） 
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６．大会参加申し込み 
 日本スポーツ社会学会ホームページ（http://www.jsss.jp/）より第 28 回大会専用サイトに入っ
ていただき、「参加申込み」ページの指示に従って必要事項を記入の上、送信してください。参加
費の早期割引を受けるためには、ホームページ上の「申し込み手続き」及び「入金」がともに、2019
年 1 月 31 日（木）までに完了していることが必要です。 
 
【参加申込先】 第 28 回大会ホームページ（http://www.jsss.jp/） 
 
【参加費】   参加申し込みと同時に、ゆうちょ銀行または郵便振替票、もしくは他行より大会 
        参加費を大会実行委員会口座までご送金ください。 

☆早割：2019 年 1 月 31 日（木）まで 
 正会員       11,000 円（懇親会不参加の場合 6,000 円） 
 学生会員   7,000 円（懇親会不参加の場合 3,000 円） 
★通常：2019 年 2 月 1 日（金）以降 
 正会員       12,000 円（懇親会不参加の場合 7,000 円） 
 学生会員     8,000 円（懇親会不参加の場合 4,000 円） 

 
【参加費振込先】 ※ 下記二つから選ぶことができます 
総合口座 17460-96870271 （福岡福大前郵便局） 
 （ゆうちょ銀行口座をお持ちの方はこちらが便利です。） 
他行からの振込の場合は「ゆうちょ銀行、七四八（ナナヨンハチ）店、普通、9687027」） 

 
②振替口座 01760-5-147814 
 （他行からの振込の場合は「ゆうちょ銀行、一七九（イチナナキュウ）店、当座、0147814」） 
 
③口座名称（①②とも同じ） 「日本スポーツ社会学会２８回大会実行委員会」 
 ※口座名称について、ゆうちょ銀行の規定で、20 文字の制限がありますので、「第 28 回大会」 
  ではなく「28 回大会」になっておりますので、ご注意ください。 
 
７．一般研究発表申し込み 
（１）発表申込締切日  2018 年 12 月 24 日（月） 
 大会ホームページ（http://www.jsss.jp/）の発表申し込みページから、その指示に従って必要事
項を記入し、送信していただくことで、発表申し込みができます。 
 発表内容については、上記ホームページの該当箇所に、1200～1600 字程度（英文の場合は 300
ワード程度）の概要を記入し、送信してください。 
 
（２）一般研究発表の資格に関する注意事項 
 「日本スポーツ社会学会大会開催に関する規定」第 5 条による、一般研究の発表者の資格は以下
の通りです。 
 １） 発表者および共同研究者は、日本スポーツ社会学会会員であること。 
 ２） 発表者および共同研究者は、その年の年会費を納めていること。 
 ３） 発表者は大会参加費を納めていること。 
 ４） 大会に参加しない共同研究者は、大会参加費を納める必要がないこと。 
※発表者は、「年会費」「大会参加費」の納入についてご確認ください。未納の場合は発表できま 
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 せん。納入の確認が必要な場合、年会費については学会事務局へ、大会参加費については学会大 
 会実行委員会へ、お問い合わせください。 
  学会事務局メールアドレス   jsssjimukyoku@gmail.com 
  学会大会実行委員会メールアドレス  jsss2018fukuoka@gmail.com 
 
（３）発表抄録原稿の提出締切日  2019 年 1 月 28 日（月） 
 発表申し込みをしていただいたのち、研究委員会にて審査がおこなわれます。審査を経て、学会
発表が許可されたものについては、発表抄録の原稿を提出していただきます。 
 発表抄録原稿用テンプレートは、大会ＨＰからダウンロードできます。書式を利用するには、
Microsoft Office Word 2007（あるいはそれ以上の年式）が必要です。テンプレートの書式に従
って作成いただいた原稿は、2019 年 1 月 28 日（月）までに、以下のメールアドレス宛に添付フ
ァイル送信してください。 
  発表抄録原稿受付メールアドレス   jsss2018fukuoka@gmail.com 
    ※ 件名には「日本スポーツ社会学会発表抄録」と記載してください。 
 
（４）一般研究発表に関する注意事項 
 一般研究発表の時間は、発表 20 分、質疑応答 10 分です。発表の際に必要な機器がある場合（PC、
プロジェクタ、VTR(DVD のみ可)）は、発表申し込みの際に、「通信欄」にその旨を記載して、申
し出てください。パワーポイントによる発表を希望する方は、USB メモリにデータを持参してくだ
さい。当日、発表資料を配付する場合は、各自で 70 部以上を持参してください。 
 
８．昼食について 
 学会大会開催時、キャンパス内の食堂は一部営業している場合もありますが、大学周辺の飲食店
等をご利用ください。 
 
９．学会大会実行委員会について 
顧問  西村秀樹（九州大学人間環境学研究院） 
実行委員長 藤井雅人（福岡大学スポーツ科学部） 
実行副委員長 谷口勇一（大分大学教育学部） 
実行委員/庶務 立木宏樹（熊本学園大学社会福祉学部）・山田力也（西九州大学健康福祉学部） 
実行委員/会計 築山泰典（福岡大学スポーツ科学部） 
 
【大会に関する問い合わせ】 
福岡大学 藤井雅人 
〒814-0180 福岡県福岡市城南区七隈 8-19-1 福岡大学スポーツ科学部 
TEL： 092-871-6631（代表） 
Email： jsss2018fukuoka@gmail.com 
（なるべく電話ではなく、メールでの問い合わせをお願いします。その際には件名に【28 回ス 
ポーツ社会学会大会について】とお入れください）  
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２．今後の研究委員企画 
２-１．第２８回大会研究委員企画 
 
(1) 研究委員会企画シンポジウム 
タイトル：「日本版 NCAA と、これからの大学スポーツ」 
日 時：2019 年 3 月 10 日（日）14:30～16:30 
概 要： 
 2013 年 9 月に、東京でのオリンピック・パラリンピック大会開催が IOC 総会で決まった前後か
ら、日本のスポーツは変革の時期を迎えることになった。2011 年のスポーツ基本法の公布や、2015
年のスポーツ庁の発足は特に重要であり、良くいえばスポーツ文化の地位を高める動きとみなすこ
ともできるだろう。しかし、その変化は、アマチュアリズムや体育教育との結びつきを支えにして
きたスポーツ文化の拠り所を見失わせるリスクもはらんでいる。たとえば、2018 年 5 月に起きた
大学アメリカンフットボールにまつわる暴力事件などは、間違った意味で「プロフェッショナル」
という言葉が大学スポーツの指導者に理念として受容された結果と考えるべきかもしれない。 
 こうした状況から、現在、大学スポーツ改革の目玉として喧伝されている日本版 NCAA について
も、その示す理念は手放しでは歓迎されず、単なる商業化に堕する危険が危惧されている。かつて
アメリカで、NCAA の元となる組織が設立された当初は、過熱して自滅に陥りかけた競技に規制を
かけ、進むべき方向を示すためであったが、それを再現することが果たして我々にできるのか。他
方で、大学スポーツの舞台に観客を入れることは、関係者だけが独善的に是非を判断できていた現
状を揺るがし、社会的に健全な理念を共有する機会とも考えられる。大学スポーツの危機を、批判
するだけに終わることなく、より望ましい姿に改革する契機として日本版 NCAA を活用する道を模
索することが、今回のシンポジウムを開催する目的である。 
 
登壇者（順不同）： 
松元剛（筑波大学 体育系 准教授） 
 「日本版 NCAA と筑波大学アスレチックデパートメントが目指すもの」 
宮田由紀夫（関西学院大学 国際学部 教授） 
 「アメリカで NCAA が果たしてきた役割の歴史と現状」 
杉本厚夫（関西大学 人間健康学部 教授） 
 「日本版 NCAA の導入は、大学スポーツが抱える問題の処方箋となるのか」 
 
司 会：西山哲郎（関西大学 人間健康学部 教授） 
コーディネーター：松島剛史（立命館大学 産業社会学部 准教授） 
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２-１．学生企画シンポジウム 
 
日 時： 2019 年 3 月 9 日（土） 11:30～13:00 
タイトル：「パラアスリートの身体表象」 
概 要： 
 2020 年東京オリンピック・パラリンピックの気運が高まるとともに、マス・メディアに選手が
登場する機会も増している。とりわけパラアスリートに関して、その潮流は顕著であろう。そこで
は、障害が主に乗り越えるべき対象として報じられることで、「より速く、より高く、より強く」
という卓越性の文脈で、アスリートの身体性が強調されている。 
 この点について学術では、健常者の身体こそ優れており、障害者の身体が劣ったものであるとい
う、身体に対する一元的な価値意識が強化される可能性が指摘されている（藤田,2002）。また、
障害当事者においては、パラリンピアンの活躍が自分を奮い立たせてくれるとみる者もいれば、「乗
り越える」というストーリーに共感できず、パラリンピックを否定的にみる者もおり、卓越性の文
脈から報じられるパラアスリート身体性について、解釈の二極化がみられるという報告もある（中
山,2018）。本シンポジウムでは上記の問題意識を踏まえて、パラアスリートの身体がメディアの
なかでどのように描かれているのかという観点から、さらに議論を深めていきたい。なかでも今回
は、国際パラリンピック委員会と株式会社 WOWOW の共同プロジェクトであるスポーツ・ドキュ
メンタリーシリーズ『WHO I AM』を取り上げ、検討していく。 
 はじめに、番組チーフプロデューサーの太田慎也氏より番組制作における理念や、多様な身体を
いかに描くのかに対する葛藤などお話いただく。次いで、同番組内においてパラアスリートの身体
がどのように捉えられているのかについて、世話人を代表して竹内（学習院大学大学院）より報告
する。一方で、現象学的身体論をご専門とされる武藤伸司先生（東京女子体育大学）からは、身体
をめぐる主観的な意味世界についての知見をいただくことで、その後の議論へと続く補助線を得た
い。そして最後には、登壇者三者による総合討論や質疑応答を通して、多様な身体の可能性を拓き
うる表象、あるいはその付き合い方等について議論を深めたい。 
 
登壇者：太田慎也（株式会社 WOWOW） 
        竹内秀一（学習院大学大学院） 
      武藤伸司（東京女子体育大学） 
 
担 当：関東学生フォーラム世話人        
    竹内秀一（学習院大学大学院） 
    山本夏生（一橋大学大学院）  
    中山健二郎（立教大学大学院） 
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３．各委員会からのお知らせ 
３-１．編集委員会 

 
『スポーツ社会学研究』投稿論文募集中 

 
 2016 年 4 月より、『スポーツ社会学研究』への投稿は、締め切り日を廃止し、いつでも投稿で
きるように通年受付となっております。また掲載が決まった論文については J-Stage にて早期公
開を行っています。 現在第 27 巻第 1 号（2019 年 3 月刊行予定）の編集を進めていますが、次の
第 27 巻第 2 号（2019 年 9 月刊行予定）に向けての投稿もお早めにご応募下さるようお願いいた
します。学会 HP の『「スポーツ社会学研究」の発行に関する規定』をご熟読の上、編集委員会
（jjosshensyu@gmail.com）まで投稿下さい。尚、投稿等に際しご質問等ございましたら、同じく
編集委員会までメールにてお問い合わせください。ご応募のほどお待ちしています。  

 
編集委員長 橋本純一（信州大学） 

 
 

３-２．研究委員会 
 

2018 年度公開セミナーのご案内 
 

タイトル：「ライフスタイルスポーツ研究の展望」 
演 者：水野英莉先生（流通科学大学）、市井吉興先生（立命館大学） 
日 時：2018 年 12 月 15 日（土）14 時～16 時 
会 場：立命館大学衣笠キャンパス 学而館２階 研究会室１ 
問い合わせ：tmr11047@fc.ritsumei.ac.jp（松島剛史；立命館大学産業社会学部） 
概 要： 
 本セミナーでは、オリンピックに代表されるアチーブメントスポーツとは一線を画して発展をし
てきた、ライフスタイルスポーツ研究の現状や展望に関する研究会を開催する。こうした活動は、
例えばサーフィン、BMX、スノーボード、スケートボード、パルクール等あるが、1998 年長野冬
季オリンピック以降、オリンピックシステムに包摂される一方で、そうした動向に抵抗、あるいは
そこからまったく無関心に人々のライフスタイルと深くかかわりながら独特な文化、そして大きな
市場を形成している。ライフスタイルスポーツを題材にした研究領域の醍醐味や展望、可能性につ
いて議論したい。 
 

研究委員長 倉島哲（関西学院大学） 
 

 
３-３．国際交流委員会 
  
 国際交流委員会では、今年度の学会大会において、韓国から登壇者を招聘して、2018 年の平昌
五輪をめぐるセッションを企画しました。とりわけ、メディアと地域社会という二つの軸を設定し
て、韓国国内において、冬季五輪がどのように報道されどのような世論が構成されたのかを解読す
ると同時に、冬季五輪の招致と開催がどのような地域社会へのインパクトをもたらしたのかについ
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ても議論したいと思います。キム・チャングムさんは、ハンギョレ新聞の記者であり、平昌五輪に
ついても精力的な情報発信をされてきました。そのためメディアについて、当日は議論をしてもら
う予定です。また、パク・ボヒョンさんは、冬季五輪の招聘段階より、すでにクリティカルな視点
を持った学術論文を執筆してきたスポーツ社会学者であり、地域社会と不均等発展についても議論
されてきました。そのため、地域社会の観点から、当日は発表をおこなってもらいます。 
 黄順姫氏（筑波大学）、黒田勇氏（関西大学）にディスカッサントとして討論に加わっていただ
きます。実り多き議論の場となりますよう、委員会でも準備に励んでまいりますので、当日はなに
とぞよろしくお願いいたします。 
 
発表者：パク・ボヒョン（大邱カトリック大学） 
    キム・チャングム（ハンギョレ新聞）   
指定討論者：黄順姫（筑波大学）、黒田勇（関西大学） 
通 訳：森津千尋（宮崎公立大学）、申恩真（北海道大学） 
司  会：石岡丈昇（北海道大学） 
 

国際交流委員長 石岡丈昇（北海道大学） 
 
 

３-４．電子ジャーナル委員会 
 
 2017 年 9 月 30 日に発行された第 25 巻第 2 号の特集論文が、発行から１年経過しましたので、
アップされました。特集のタイトルは「身体をめぐる／を通した統治を考える：健康・自己・公共
性」で、柄本三代子「身体と食の公共性を奪うもの」、牧野智和「身体をめぐる大衆的想像力の現
在」、高尾将幸「「健康」語りの系譜からみた公共性とその現在」の 3 つの論文が掲載されていま
す。また、あわせて 2018 年 9 月 30 日発行の第 26 巻第 2 号に掲載された竹村直樹「高校野球に
おける処分規約と運用の変遷」もアップされました。 
2019 年 3 月に紙媒体で発行される第 27 巻第 1 号に掲載予定の早期公開論文は、現時点ではあ

りませんが、紙媒体刊行の 2 ヶ月前までに受理された論文がありましたら、J-Stage で早期公開さ
せて頂きます。 
 

電子ジャーナル委員長 高橋豪仁（奈良教育大学） 
 

 
３-５．広報委員会 
 
 広報委員会では，随時会員の皆様からの情報提供をお待ちしております．研究会やシンポジウム，
セミナー，学会，出版など，スポーツ社会学の研究領域に係わる情報をホームページ，会報（７月
と１２月発行），そして会員へのメールアドレスを通じて広報をしています． 
 よろしくお願いいたします． 
      広報委員会 水上博司 mizukami.hiroshi@nihon-u.ac.jp 
 

広報委員長 水上博司（日本大学） 
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４．学生フォーラム報告および開催案内 
４-１．第２回関東学生フォーラムの案内 

 
2018 年度第 2 回関東学生フォーラムのご案内 

 
関東学生フォーラム世話人 

                                      竹内秀一 
中山健二郎 

                                      山本夏生 
 
拝啓 
 清秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。  
 さて、この度日本スポーツ社会学会関東学生フォーラムでは、3 月に開催されます学会大会学生
企画シンポジウムにご登壇いただく武藤伸司先生（東京女子体育大学）をお招きした勉強会を開催
する運びとなりました。 
 ご多忙のところに恐縮ではございますが、お一人でも多くの皆様方にご出席いただけますと幸い
です。なお、参加申し込みにつきましては、必要事項を明記のうえ、下記お問い合わせ先までメー
ルにてご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

敬具 
記 
 

日 時：2018 年 12 月 15 日（土）15：00-18：00（予定） 
場 所：日本女子大学（目白キャンパス）百年館低層棟 百 209 教室 
交通アクセス：http://www.jwu.ac.jp/unv/access.html 
キャンパス配置図は下記をご参照ください。 
http://www.jwu.ac.jp/unv/about/building/campusmap.html#anchor_01 
内 容： 
①	勉強会「現象学における身体とは何か̶その概念と研究方法について（仮）」 
（東京女子体育大学 武藤伸司先生） 

② 2018 年度学会大会学生フォーラムにむけた議論へと展開 
 
ご参加をご希望のみなさま、お手数ではございますが下記アドレスまでご一報いただければ幸いで
す。また、フォーラム後はささやかではありますが懇親会を行う予定です。ご質問等お気軽にご連
絡ください。それでは、皆様のご参加をお待ちしております。 
 
問い合わせ先 山本夏生（一橋大学大学院） 
E-mail：sd161021＠g.hit-u.ac.jp 
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４-２．関東学生フォーラム公開セミナーの案内  
 

関東学生フォーラム 公開セミナーのご案内 
 

関東学生フォーラム世話人 
                                      竹内秀一 
                                      山本夏生 

中山健二郎 
 
拝啓  
 清秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。  
 さて、この度日本スポーツ社会学会関東学生フォーラムでは、3 月に開催されます日本スポーツ
社会学会第 28 回大会において開催される学生シンポジウムにご登壇を頂く太田慎也様（株式会社
WOWOW）をお招きし、日本女子大学人間社会学部現代社会学科と共催で、公開セミナーを開催
させて頂く運びとなりました。 
 2020 年東京パラリンピックが迫るなか、IPC と株式会社 WOWOW の共同プロジェクトである
ドキュメンタリー・シリーズ『WHO I AM』チーフプロデューサーの太田様によるご講演から、パ
ラアスリートの世界について理解を深める機会となれば幸いでございます。 
 ご多忙のところに恐縮ではございますが、お一人でも多くの皆様方にご出席いただけますと幸い
です。お申し込みにつきましては、下記お問い合わせ先までメールにてご連絡くださいますようお
願い申し上げます。 

敬具 
 
記 
 

タイトル：「WOWOW ドキュメンタリー『WHO I AM』から学ぶ、パラアスリートの世界」 
 
演 者：太田慎也（株式会社 WOWOW、『WHO I AM』チーフプロデューサー） 
日 時：2019 年 1 月 10 日（木） 18:00～19噣30 
会 場：日本女子大学目白キャンパス 新泉山館１階会議室 
 
概 要： 
世界で活躍するパラアスリートを題材とした WOWOW スポーツ・ドキュメンタリーシリーズ
『WHO I AM』の番組コンセプトやパラアスリートの描き方、番組制作のプロセス、制作秘話など
から、パラアスリートの世界とその魅力に迫る。 
 
問い合わせ先   中山健二郎（立教大学大学院） 
E-mail：ken26.no.18@gmail.com 
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４-３．関西学生フォーラムの報告  
 
 今年度第 1 回目となる関西学生フォーラムが、2018 年 7 月 15 日、関西大学千里山キャンパス
で開催された。当フォーラムは若手研究者の交流と研究の促進という趣旨のもと、毎年 2 回程度開
催されており、今回は 2 名の若手研究者の方が研究報告を行った。 
 まず、立石実穂氏（関西大学大学院）による「「甲子園の土」の神聖化」は、1958 年の全国高
校野球選手権大会（夏季）で発生した「甲子園の土没収事件」に関する報道を分析することで、「甲
子園の土」に付与された意味を解読しようとするものである。「甲子園の土没収事件」とは、戦後
初めての沖縄代表として同大会に出場した首里高校が 1 回戦で敗退し、甲子園の土を沖縄へ持ち帰
ろうとしたところ、那覇港で植物検疫法に抵触したことにより土を持ち帰ることができなかった騒
動のことである。当時の沖縄は米軍統治下にあり、この事件は、その事実を改めて突きつける騒動
であった。同報告では、東京・大阪発行の新聞に加え、首里高校が保存している当時の資料、1958
年大会に沖縄代表として参加した選手へのインタビュー調査に基づく知見が報告された。 
 続いて、三谷舜氏（びわこ成蹊スポーツ大学助手）による「軟式ボールの社会学的分析：スポー
タイゼーションのダイナミズム」の報告が行われた。同報告は、テニス、野球、ソフトボールにお
ける“軟式ボール”に着目したものであり、その誕生と発展の歴史、“軟式ボール”と“硬式ボール”の
位置関係についての議論が展開された。三谷氏は、こうした整理を踏まえたうえで、“軟式”をスポ
ータイゼーション論として位置づけることを試みている。種目や競技以前に、ボール（道具）に人
びとが翻弄されるという興味深い事例が提示された。 
 今回の関西学生フォーラムには、報告者を含め 12 名の参加があり、どちらの報告においてもフ
ロアと活発に意見が交わされた。今後の研究のさらなる発展が期待される。なお、今回から世話人
が新体制となり、小丸超氏（九州共立大学）、佐藤彰宣氏（立命館大学）に代わり、新しく竹村直
樹氏（龍谷大学）、三谷舜氏（びわこ成蹊スポーツ大学）が加わった。 
 次回の関西学生フォーラムは、2019 年 1 月 13 日（会場：立命館大学いばらきキャンパス）の
開催を予定している。研究報告の他、スポーツ社会学会第 29 回大会で開催が予定されている「関
西学生フォーラム企画シンポジウム」についても会議を行う。発表を希望される方は、竹村直樹氏
（n.take@outlook.jp）までお問い合わせいただきたい。 
 若手研究者による報告を中心に構成されている本フォーラムは、若手研究者のみならず研究委員
の先生をはじめ多くの先生方のご参加頂いており、報告者にとっては貴重なアドバイスをもらうこ
とのできる機会である。 
 皆様のご協力に感謝いたしますとともに、引き続き皆様のご支援のほどよろしくお願いいたしま
す。 
 

文責：水出幸輝（日本学術振興会特別研究員） 
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４-４．関西学生フォーラム開催および報告者募集の案内 
 

2018 年度第 2 回関西学生フォーラム開催および報告者募集のご案内 
 

関西学生フォーラム世話人 
                                       三谷舜 

水出幸輝 
竹村直樹 

謹啓 
 晩秋の候、皆様におかれましてはますます御健勝のことと存じます。日頃より日本スポーツ社会
学会関西学生フォーラムの活動にご協力いただき、ありがとうございます。 
 さて、日本スポーツ社会学会関西学生フォーラムでは、下記の通り個人研究報告会を開催いたし
ます。お忙しいところ大変恐縮ですが、万障お繰り合わせの上、ぜひご参加下さい。なお、研究報
告を希望される方は、必要事項（氏名・所属・演題）を明記のうえ、下記問い合わせ先までご連絡
ください。 
 何卒、よろしくお願い申し上げます。 

 敬白 
 

記 
 
日 時：2019 年 1 月 13 日（日）14:00～（予定） 
会 場：立命館大学大阪いばらきキャンパス  
    ＪＲ茨木駅から徒歩 5 分 http://www.ritsumei.ac.jp/accessmap/oic/ 
内 容：①個人研究報告会(1 人あたり 25 分報告＋15 分討論を予定) 
     ②会議（2019 年度学会大会「学生企画シンポジウム」の打ち合わせ等） 
     ③懇親会 
報告申込締め切り：2018 年 12 月 24 日（月） 
※報告希望者は「氏名・所属・演題」を明記の上、下記アドレスまでご連絡ください。 
問い合わせ先：n.take@outlook.jp（龍谷大学：竹村直樹） 
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５．2018 年度 日本スポーツ社会学会 第１回理事会 議事録 
 
期 日：2018 年 8 月 26 日（日）15：30～17：30 
場 所：徳島駅前 アミコミーティングルーム 
出席者：石岡、大沼、高尾、高橋、高峰、西山、前田、松尾、水上、（以上、理事）、 
    北村（以上、監事） 
議事録担当：ライトナー（事務局担当） 
オブザーバー：藤井（第 28 回大会実行委員長） 
欠席者：倉島、坂、トンプソン、橋本、溝口（以上、理事）、飯田（以上、監事） 

以上、敬称略 
 
開会に際して松尾理事長より挨拶があった。 
 
（議事の順番変更） 
＜審議事項＞ 
２．日本スポーツ社会学会第 28 回大会開催の準備状況について 
 藤井雅人大会実行委員長（福岡大学）より資料の通り第 28 回大会開催の準備状況について説明
があった。その中で、特に大会の日程やスケジュールについて確認が行われた。 
質問および意見交換の結果、以下の点について確認された。 
・学会前日の金曜日に旧理事会、学会初日の土曜日の朝に新理事会を行う。 
・新しい奨励賞の表彰について、総会は前日の 1 日目だが、まだ一般発表が終わっていない。した 
 がって、表彰は閉会式のようなイメージで最終日に行う。 
・一般発表の部屋を増やしたいが、部屋を増やすと発表を聞く側は大変なので、30 ぐらいの演題 
 を 3 部屋、それぞれ 5 時間半というイメージでいく。 
・表彰があるので 2 日目の一般発表は早めに設定する。 
・学生フォーラム担当者から、登壇者が当日移動で参加可能な時間帯にしてほしいとの要望があり、 
 学生フォーラムは 11：30～13：00 で行う。 
・大会終了後の帰路を考えると、全体の終了時間を 2 日目の 17 時にしたい。 
以上を踏まえ、特にスケジュールを確認し準備を進めていくことで承認された。 
 
＜報告事項＞ 
１．各委員会の活動進捗状況（各委員会委員長）【資料①】 
それぞれの委員会活動の進捗状況について資料の通り報告がなされた。質問および意見交換の結果、
以下の点について確認された。 
①研究委員会 
 研究セミナーについては検討中である。 
②編集委員会（委員長代理として高峰事務局長） 
 質問等特になし 
③国際交流委員会（石岡委員長） 
 質問等特になし 
④広報委員会（水上委員長） 
 会報の作成に際しては、本学会とは異なる学会や研究機関等の研究会・シンポジウム等の報告原
稿を依頼する場合には、あらかじめ文字数などを指定しておいて本学会の会報の報告に充てられる
分量とのバランスを取るようにすることが必要であることが報告された。 
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⑤電子ジャーナル委員会（高橋委員長） 
 質問等特になし 
 
 
２．「国際体育・健康・スポーツ科学会議 2020 横浜」について 
 高峰事務局長より、資料９に基づき「国際体育・健康・スポーツ科学会議 2020 横浜」の進捗状
況について説明がなされた。 
日 程：2020 年 9 月 8 日（火）～12 日（土）、5 日間 
会 場：パシフィコ横浜ノース（2020 年 4 月完成予定） 
本学会の担当委員である菊会員が学術委員会の副委員長に就任した。このことから、本学会からも
う一人、担当委員を出せることになった。会長レベルの人物が適当とのことで、トンプソン会長に
打診することになった。またトンプソン会長の任期終了後の対応についてもトンプソン会長の意向
を確認することになった。 
 
３．その他 
特になし 
 
＜審議事項＞ 
１．第 27 回大会（順天堂大学）決算報告について【資料②】 
 高峰事務局長より資料②に基づき説明があり、予算が適宜に処理されていることと、余剰金
189,407 円が学会に返金されたことについて報告があった。なお、飯田監事より監査を受けたこと
も報告され、第 27 回大会決算は承認された。 
 
２．第 28 回大会（福岡大学）進捗状況について 
 上記の通りに報告・承認済み 
 
３．2019 年度活動計画（案）および 2019 年予算案について【資料③・④】 
 松尾理事長より 2019 年度の活動計画（案）と 2019 年予算案について説明があり、高峰事務局
長より活動計画は予算案を作成するための事務局案であることが確認された。 
 収入は会費納入率を 90％で見積もっており、これは単年度予算を黒字にするための手段である
が、現実的ではない。各委員会の予算はほとんど削れず、奨励賞の副賞や学生フォーラム予算、出
版企画委員会の活動費を予算化すると赤字になる。年度の繰越金が 220 万円あまりあるので、これ
を減らす方向で単年度としては赤字決算にしていくか、それとも会費の値上げを検討するか（一人
1,000 円値上げすると 25～30 万円の収入増になる）。 
質問や要望、意見交換により、以下の点について決定した。 
・会費の値上げは保留とし、繰越金を切り崩していく。 
・収入では「会員の 100%」を前提とした予算を組み、結果として納入率は 100％にならないので 
 収入が減り、単年度赤字になるという説明の仕方でいく。 
・2018 年度中に 2019 年の予算を出し、3 月の総会にて承認、その後新しい体制で必要に応じて 
 補正予算を組む。 
・国際交流委員会予算に 50,000 円を加え 150,000 円に、研究委員会予算に学生フォーラム分 
 30,000 円を加え 180,000 万円に変更する。 
・出版企画委員会は 2018 年度から動き出している。したがって 2018 年度の補正予算として特別 
 会計から 100,000 円を準備する。 
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・出版費についてはより安めの業者もある。出版社について他社に変更する余地があるのか、編集 
 委員会で検討する 
 
４．役員選挙について【資料⑤】 
 高峰事務局長より、資料⑤に基づいて説明がなされた。その中で会計年度は 1～12 月であるが、
会費は年度（4～3 月）で徴収していることが確認された。質問および意見交換の結果、以下の点
について承認された。 
・選挙管理委員長：水上会員、選挙管理委員：坂会員 
・開票立会人：秋吉遼子会員、渡正会員 
・選挙人･被選挙人名簿には、2019 年 1 月 11 日現在で会費を納入している会員を掲載する。 
・選挙関連書類の送付：2019 年 1 月 25 日（金） 
・投票期限：2019 年 2 月 18 日（月）消印有効 
・開票および集計：2019 年 2 月 23 日（土） 
 
５．学生奨励賞規程について【資料⑥】 
 松尾理事長より、学生奨励賞規程について、資料⑥の第 3 条にある文言を「学会大会の当年度」
から「学会大会の前年」に修正する提案があった。これによって毎巻の 1 号と 2 号が審査対象とな
ることになる。この提案は承認された。 
なお、来年の総会ではまずこの修正について承認を得て、承認が得られた場合は 26 巻 1 号と 2 号
を対象とした審査結果に基づいて総会の翌日に表彰を行うという説明も併せてなされた。 
また、審査員メンバーが以下のように提案され承認された。 
 選考委員会委員長：大沼会員  副委員長：前田会員 
 委員：中江会員、浅沼会員、石坂会員 
 
６．出版企画について 
 西山理事より出版企画について以下の通り報告がなされた。 
・委員長：杉本会員、委員：西山会員、倉島会員、大沼会員 
・理事会の直前に第 1 回の編集会議を行い、検討が始まったことが報告された。 
 
７．入退会会員について【資料⑦】 
 高峰事務局長より資料の通り、入退会会員について説明があった。 
退会希望者の申し出のタイミングについて、9 月頃までは前年度末での退会を認めることについて
確認された。以上を踏まえ、入退会会員については承認された。 
 
８．その他 
・松尾事務局長より 2020 年 3 月の学会大会について、場所を今までエリア等で決めてきたが、開 
 催の要望を聞いてからの決定にしたいとの説明があった。したがって 9～10 月に学会大会開催の 
 希望について HP にてアナウンスし、来年 3 月に決定をしていく方向が確認された。 
・2020 年 9 月には国際学会が開催されるが、本学会では通常どおりに学会大会を開催することが 
 確認された。 
・高峰事務局長より別紙を基に、日本スポーツ体育健康科学学術連合より緊急シンポジウムの開催 
 とそれに伴う予算の変更について審議依頼が来ていることが説明され、承認された。 

以上 
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６．事務局より  
①	「学生研究奨励賞」新設のご案内 
 すでにお知らせ致しましたように、2017 年度総会におきまして、本学会に学生研究奨励賞を設
けることが承認されました。この制度は本学会の学生会員の優れた研究を顕彰かつ奨励することを
目的としており、「論文部門」と「発表部門」の 2 部門において選考を行い、授与することになり
ます。第 1 回の授与は 2018 年度学会大会時において行われる予定です。 
以下に「発表部門」の概要をまとめましたのでご確認ください。そして学生会員の皆さんには、

この制度をきっかけにご自身の研究をより洗練させ、論文投稿および口頭発表へとつなげていただ
くことを期待しております。 
正会員の方々には、周りにいらっしゃる学生会員諸氏に本制度をご周知いただき、また学生会員

の論文投稿および口頭発表に向けてご指導くださいますようお願い申し上げます。 
 
＜授賞制度概要＞ 
○学生研究奨励賞（発表部門）は、学生会員を対象として､その年度の学会大会において発表された 
 一般発表（口頭発表のみ、共同研究の場合は筆頭者が学生会員の一般発表）の中から選出されま 
 す（学生研究奨励賞規程第 4 条）。 
 
○審査の視点は以下の 8 項目です。 
 (1)スポーツ社会学の学問的専門性 
 (2)課題設定の独創性・新規性 
 (3)研究目的の明解性 
 (4)先行研究の検討の着実性 
 (5)研究方法の妥当性 
 (6)一般発表全体の論理性 
 (7)研究結果の客観性・信頼性 
 (8)今後の発展性・将来性  
  （学生研究奨励賞（発表部門）選考内規第 5 条） 
 
○授賞対象者には、当該年度の日本スポーツ社会学会大会開催期間中に賞状及び副賞が授与されま 
 す（学生研究奨励賞（発表部門）選考内規第 7 条）。 
 
②	新理事選挙について 
 現理事会の任期は 2019 年 3 月までとなっており、新理事を選出するための選挙を 2019 年の年
明けから行う予定です。現時点のスケジュール等は以下のようになっています。 
・選挙人･被選挙人名簿には、2019 年 1 月 11 日現在で会費を納入している会員を掲載する。 
・選挙関連書類の送付：2019 年 1 月 25 日（金） 
・投票期限：2019 年 2 月 18 日（月）消印有効 
・開票および集計：2019 年 2 月 23 日（土） 
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③	年度会費の納入について 
2018 年度会費未納の方を対象に、12 月 14 日（金）を目安に会費納入についてのご案内を発送

する予定です。上記の新理事選挙スケジュールとの関わりから、2019 年 1 月 11 日（金）までに
ご入金いただけない場合はお名前を選挙人･被選挙人名簿に掲載できなくなりますのでご注意くだ
さい。 

以上 
 
 

７．編集後記  
 
 本号をもちまして２年間にわたって担当してまいりました今期の広報委員会は次期委員会へ引き
継がれることになります。第 69 号から第 72 号までの 4 号にわたり、各号の会報原稿をご執筆い
ただきました会員の皆さまには、この場を借りて厚く御礼を申しあげます。また、本学会では web
サイトと会報を主たる広報媒体としていますが、これらの媒体へのアップ作業は、どれも立教大学、
日本大学の学生らの助っ人パワーにも助けられましたことを付け加えておきます。 
 本号では 2019 年 3 月に開催される福岡大学での日本スポーツ社会学会第 28 回大会の企画プロ
グラムの詳細が発表されています。また、関東と関西で活発に開催されている学生フォーラムの報
告と開催案内にも魅力的な報告と企画プログラムが発表されています。いずれもポスト東京 2020
とポスト平成の新たなスポーツ時代を切り開こうとする近未来の視点であることには間違いありま
せん。また、こうした企画が今号に新設が案内されている「学生研究奨励賞」につながる研究成果
の契機となるはずです。企画づくりにご尽力された皆さまには厚く御礼を申し上げます。 
 ２年間、お世話になりました。 
  

広報委員会 水上博司（日本大学） 
 

 
 
 
 


